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論 文 内 容 の 要 旨

セイヨウナシの栽培地帯では, 梅雨あけ後の夏季に菜が変色し始めてから数時間で, 菓身の一部または

全部が乾燥枯死する生理的障害がある｡ 内部組織をみると, 葉肉細胞の原形質が収縮して細胞壁から離れ,

細胞膜にもしわを生じ, やがてミイラ状に萎縮するのである｡

発生時期は梅雨あけ直後から9月上旬にわたるが, その期間は年により多少異なる｡ 発生と気象条件と

の関係をみると, 最高気温が高く最低相対湿度が低 くて蒸散量の多い日に発生し, 1日の中では気温が最

高で, 相対湿度の最低となる時刻に発生する｡ したがって, 人工気象室で大気湿度を高湿条件から低湿条

件へ急速に転換すると, 菓やけが容易に発生し, この場合に送風処理を行なうとその発生を助長する｡

菓やけ発生の前後における案内水分含量をβ線透過法を用いて連続的に測定すると, 褐変前に急激に減

少するのが認められる｡ しかしながら, 圃場での実態調査の結果では, 葉やけの発生は土壌湿度の低下に

は関係がなく, むしろ土壌湿度の高い園でほど早期に発生する｡ また, 盛夏に土壌湿度を人為的砿湿潤状

態から乾燥状態へ転換しても, 菓やけが常に発生するとは限らない｡ その他, 肥料 5 要素の施用量の多少

と発生率との問にも一定の関係がなく, 菓やけの発生は土壌条件よりも気象条件に強 く支配されることが

わかる｡

切断葉の乾燥抵抗性を致死限界飽和水分不足度およびそれに達する所要時間で比較すると, セイヨウナ

シは葉やけを生じにくい他の種類の果樹に比べ, またセイヨウナシの中でも菓やけの発生しやすい品種は

発生しにくい品種に比べ, さらに菓やけの発生しやすい短枝および発育枝基部の古い葉は発生のしにくい

先端部の若い葉に比べ, いずれも乾燥抵抗性が弱い｡ 菓やけを発生しやすい品種の中でも, 樹別の菓やけ

の発生率と葉の乾燥抵抗性との間には, 相当に高い負の相関がみられる｡

品種間における菓やけの発生度と葉の気孔分布密度および葉の搾汁液の浸透圧との間には密接な関係が

認められない｡ しかし, 菓やけを発生しやすい品種の葉や短枝および発育枝基部の古い葉は, 菓やけを発

生しにくい品種の葉や発育枝先端部の若い葉に比べて, それぞれ乾燥時の気孔の閉鎖速度が著しく緩慢で
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ある｡ また, 局部的に変色し始めている葉を乾燥条件下におくと, 健全部の気孔は急速に閉じるが, 変色

部の気孔は殆ど開いたままかあるいは半開きの状態で, やがて褐変枯死する｡ そこで, 蒸散抑制剤 OED

グリーンおよびアビオソE を菓やけを発生しやすい樹にかけると, わずかに葉やけの発生を抑える程度で

ある｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

セイヨウナシの葉やけは, 梅雨あけ後の高温乾燥期に, 薬が急激に褐変し落葉する現象で, そのために

その年の果実の肥大や晶質が低下するだけでなく, 樹勢が衰弱し翌年には胴枯病が発生することになる｡

本研究はこの菓やけの発生に関し, 外部症状の進展に伴 う葉の内部組織の変化を詳しく観察するとともに,

障害の発生と土壌ならびに気象条件との関係を究め, その防止対策をたてる端緒を捉えようとしたもので

ある｡

葉やけ発生時の案内水分含量の変化をβ線透過法を用いて連続的に測定すると, 変色前に急激に減少し,

葉の水分消失と密接な関係にあった｡ しかし, 圃場での実態調査および土壌水分を人為的に変えた実験結

果では, 菓やけは土壌湿度の低下とは無関係に起き, むしろ土壌湿度の高い園では早期に発生した｡

気象条件との関係をみると, 菓やけは最高気温が高 く最低相対湿度の低い目に多発し, また, 1 日の中

では気温が最高で相対湿度の最低となる時刻に発生するから, 気孔蒸散量の多いことと深い関係にあるこ

とがわかった｡ 各種の果樹類について切断菜の乾燥抵抗性をみたところ, セイヨウナシでは著しく低 く,

セイヨウナシの中でも菓やけの発生しやすい品種や, その品種の中でも菓やけを生じやすい個体, および

1 樹の中でも菓やけを発生しやすい短枝や発育枝基部の葉は, それぞれのそうでないものの葉に比べて,

乾燥抵抗性が弱かった｡ そこで, 葉やけ発生の難易に閑し, 蒸散抑制剤の散布や, 葉の気孔分布密度, 莱

の搾汁液の浸透圧, 乾燥時の気孔の閉鎖速度などをみたのに, 菓やけの発生と気孔閉鎖速度との間にだけ

密接な関係が認められた｡ したがって, 葉やけの発生を防 ぐには, 適当な抵抗性品種を選ぶとともに, で

きる限り葉の老化を抑えることの重要性が明らかとなった｡

以上のように, 本論文はセイヨウナシの葉やけの発生と防止について重要な新知見を加えたもので, 果

樹園芸学に寄与するところが大きい｡

よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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